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１
１
聖
文
庫
め
ぐ
り
一
②
Ｉ

宮
内
庁
書
陵
部

〔
来
歴
と
概
要
〕
書
陵
部
は
宮
内
庁
の
五
部
局
の
一
つ
で
、
戦
後
、

図
書
の
管
理
を
行
う
図
書
寮
と
、
御
陵
の
管
理
を
行
う
諸
陵
寮
が
合

併
し
て
組
織
さ
れ
た
。
宮
廷
の
図
書
管
理
は
元
来
、
「
大
宝
律
令
」
に

制
定
さ
れ
た
中
務
省
の
図
書
寮
に
由
来
し
、
久
し
く
絶
え
て
い
た
が
、

明
治
十
七
年
、
宮
内
省
に
図
書
寮
が
復
興
さ
れ
た
。

現
在
蔵
書
数
は
約
四
○
万
点
と
さ
れ
、
皇
室
伝
来
図
書
、
四
親
王

家
旧
蔵
書
、
公
家
・
地
下
旧
蔵
書
、
幕
府
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
貴
重
書
、

江
戸
時
代
の
大
名
・
武
家
・
学
者
の
旧
蔵
書
、
維
新
後
政
府
各
省
蒐

集
の
貴
重
害
な
ど
か
ら
成
る
。

古
医
学
書
は
国
耆
・
漢
籍
の
別
を
問
わ
ず
、
昭
和
二
十
六
年
刊
の

「
和
漢
図
書
分
類
目
録
・
下
」
の
医
学
の
部
に
登
載
さ
れ
て
お
り
、

「
総
説
・
雑
書
」
三
一
点
一
○
一
冊
、
「
和
漢
古
方
」
二
八
八
点
二
三

五
二
冊
、
「
解
剖
」
三
点
五
八
冊
、
「
生
理
」
二
点
五
四
冊
、
「
病
理
」

一
点
一
三
冊
、
「
衛
生
」
一
二
点
二
九
冊
、
「
内
科
」
二
点
二
八
冊
、

「
外
科
」
五
点
四
七
冊
、
「
産
科
・
婦
人
科
」
二
点
六
冊
、
「
小
児
科
」

一
点
一
冊
、
「
皮
膚
科
」
一
点
一
冊
、
「
眼
科
二
点
九
冊
、
「
獣
医
学
」

二
四
点
四
八
冊
、
ま
た
本
草
の
部
に
は
「
本
草
」
七
二
点
八
九
○
冊
、

総
計
四
六
三
点
三
六
三
七
冊
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
旧
蔵
者
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
が
、
や
は
り
何
と
い
っ
て
も
貴
重
性
の
高
い
書
は
内
閣

文
庫
を
経
由
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
二
十
四
年
、
政
府
は
国
家
の
貴
重
図
書
の
永
久
保
存
を
目
的

に
、
政
府
各
省
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
善
本
貴
書
を
宮
内
省
図
書
寮
に

収
蔵
し
た
。
と
り
わ
け
内
閣
文
庫
よ
り
精
選
さ
れ
た
特
別
貴
重
害
約

三
万
点
は
質
量
と
も
に
群
を
抜
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
紅
葉
山
文
庫

や
江
戸
医
学
館
の
旧
蔵
に
か
か
る
も
の
で
、
医
薬
害
で
は
中
国
の
宋

版
・
元
版
、
朝
鮮
の
古
版
本
（
活
字
版
等
）
、
日
本
の
古
抄
本
、
古
活

字
版
な
ど
、
こ
の
世
に
唯
一
無
二
の
絶
品
が
揃
っ
て
い
る
。
質
的
に

は
む
ろ
ん
日
本
で
最
高
。
中
国
版
・
朝
鮮
版
に
お
い
て
も
当
の
中
国
．

朝
鮮
の
図
書
館
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
も
の
が
あ
る
。

〔
蔵
書
目
録
〕
『
和
漢
書
分
類
目
録
」
、
宮
内
庁
書
陵
部
編
一
九
五

一
一
一
Ｏ

〔
所
在
地
〕
〒
川
‐
叩
東
京
都
千
代
田
区
一
’
一
・
冠
○
三
’
三
二

一
三
’
一
一
二
・

〔
利
用
法
〕
所
属
す
る
研
究
機
関
の
長
の
依
頼
書
を
必
要
と
し
、
そ

れ
を
添
付
の
上
、
利
用
目
的
・
身
分
・
閲
覧
希
望
文
献
の
書
名
お
よ

び
函
架
番
号
・
閲
覧
希
望
日
を
明
記
し
捺
印
し
た
閲
覧
許
可
願
を
文

書
に
て
送
付
す
れ
ば
、
審
査
の
上
、
図
書
閲
覧
許
可
証
が
交
付
さ
れ

る
。
宋
版
・
古
抄
本
な
ど
の
貴
重
害
の
閲
覧
は
多
く
複
製
本
に
て
行

わ
れ
る
。
複
写
は
申
し
込
め
ば
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
焼
付
、

も
し
く
は
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
に
て
交
付
さ
れ
る
。

（
小
曽
戸
洋
）


